
来費あいさつ

東日本大震災の被害状況が新聞、テレビ等

で連日放送されている中で、4月 10日 開票日

の県議選力漢 施されました。

私が申しあげるまでもなく、選挙では、候補

者は政策等を出来る限り有権者の皆様にお

伝えし、審判を頂くそれが選挙の大前提であり

ま丸 とは言え、全国各地であらゆる面での“自

粛ム■ド"の漂う中4各 候補者は、“伝える"と

“自粛"2つの気持ちのはざまで悩みながらの難しい選挙戦でした。

皆様のご支援により議席を頂きました今、東日本大震災を決して

忘れることなく、選挙戦を通じて訴えてきました政策の実現に向けて、

精一杯努力をいたしてまいりま丸

最後になりますが、だれもが必要な時に必要な介護が受けられる

よう“りんりん"の皆さんとともに頑張っていきますの■ ご指導 ・ご支

援のほどよろしくお願し,しま丸

この度、市民の皆様のご信託を賜り、県会

議員として4年間県政の一翼を担わせていた

だくこととなりました。

介護の現場において、介護する家族の負担

というのは図り知れません。その負担を少しで

も減らし、不測な事故が起きる前に、地域と行

政が連携をとっていく必要がありま丸体の自

由が効かな
―
くなりふさぎこんでいくお年寄り

が、自宅でこもりがちにならないようtコミ三二ヶ―ションをとる場所と

して「りんりん」の担う役割は、非常に大きいと考えておりま魂

また、地域全体で子供たちを見守りて育む環境を作り、留守家庭な

どの子供たち力簑 心して過ごせるよう、安全で健やかな居場所を作つ

ていただいていることに深く感謝いたしま魂

皆様の声を県政に反映させることを目指し、政治に取り組んでいき

たいと思いま丸

折からの台風接近により、
1降
りしきる雨■にもかかわらず60名 の

1出席者を得て総会が開かれました。

「設立 17年 を迎えました
`こ
こまでこられたのも皆様の活躍あつて

こそで丸また若い人の協力もあり、あとに続く人材も育っていま丸

`りんりんは人が素晴らしい"と外に向かっていえること―有難く思い

ま女 100年 続くりんりんを目指しましょう」との村上代表のあいさつ

に続き6名の10年 勤続表彰に移りました。

皆さんそれぞれに、利用者さん・りんりんのスタッフ・家族との索

敵な出会いやサポートを 10年 の感慨と感謝と共に振り返っているよ

うでした:

第二部は Fトオねん取つて

60代 」と題して、りんりんの財

産ともいえるベテラン、′
"｀
―

船戸さん ・加藤さん ・塩谷さ

んに登場していただきお話を

聞きました。司会を中野さんに

お願いしました。

○入会の動機は?

,退職(半田病院・看護師)したばかりの頃で、さてこれから何をしよ

うか?‐と思っていたときりんりんの立ち上がりの会にでくわしました。

とりあえず連絡をとってみたのが始まりで丸 これまでやったことの

ない家事援助を依頼されました。(F)

1勤 めながら長年主人の看病の間に病院で静えてもらったことヽ 家族
.の
精神的なフォローのことなど自分の識 洸騒せるのではないかと

思って始めました。NTTの オペレーターの経験から「一人住まいの人

に電話で話し相手を一Jと市役所に提案したこともありま魂 (K)

・両親の介護をしていました力ヽ 7人いた家族がだスンだんと減リー人

になりました。専業主婦で世間知らずですが、外とつながっていた

いと思ってへ′
"ヾ
―をはじめました。(S)

○ヘルパ■としてのモット=は ?

.・私を信頼していただいて、利用者さんが少しでも安心して楽しく過ご

せるようにと思っていま丸死ぬまで現役でいたいもので丸 (F)

0相手の言葉をか
～
く
'ら
な01で不トレートに受けとるように心力斗ナてい

ま魂現場には十人十色の利用者さんがいま現 自分がいいと思って

やづたことも裏目にでることもあり、自分の常識ではから式 あなたの常

識はなあに?という気持ちで利用者の気持ちに添うことで現 lKl

。「利用者さんが少しでも楽しくし

ていることが自分たちにとっても

一番嬉しい」とご家族に言われ

ました。相手の立場に立って、な

るべく“明るく元気よく"を心がけ

ていま丸 (S)

○利用者さんに鴨 は生きてして意味があるのだろうか?」と問われたら?

。神様のおかげだから生きられるだけ生きて一。(F)

・病気の主人をかかえて
「どういう状態でも、どういう身体でも、生き

ていてほしい」と思つていました。与えられた命で丸 あなたがいるこ

とは家族にとっても意味力
'あ
りま丸 (K)

・寿命がある限りしつかり生きなければもったいないで丸

以前死にたいと言う方に、ふと見つけた新間に載っていた“絵てが

み"を見せると、見事に気持ちを切り替えられたことがありま丸 それ

には『生きているだけで 丸もうけJと書いてありました。(S)

○あとに続くヘルパーさんにひとこと

『誠心誠意すると利用者さんやその家族の方にもかならず心が

通じま現 家族のグチも聞きながら、寝ている本人が一番大変と理

解して利用者さんに寄り添つてはしいと思いま丸 』

≪くくく 勤続10年表彰 >>)証
。みなさんにひとこといただきました ●

私は、“デイサービスリんりん"に働く前に保育の仕事をしていまし

たが、介護は素人で戸惑うことも多く、3年間位は緊張の日々でした。

しかし、そんな私が 10年 間続けられたのは、利用者さんとの会話や

遊びがとても楽しかったからで丸 人生経験豊かで学ぶことも多いで

すカミ慣れてくるとまるで友だちのように冗談を言い合い笑いが弾む、

そんな楽しい雰囲気がとても好きで丸 もちろん介護の大変さ、難しさ

もたくさん経験しました。特に認知症の方につ

いてはスタッフ全員で状況を常に把握し、勉強

し、対応を考え、時には演技もし、乗り越えてき

たように思いま丸 良いスタッフとともに今後も

楽しく働して いきたいで丸    近藤 恵子

振り返るとあつという間の10年 間でした。こう思える環境で仕事を

続ける事力で きてとても幸せで丸

これからも努力を忘ど 、「りんりん」と共に歩んで行きたいと思い

ま丸 よろしくお願いしま現 澤田ゆかり



苺くくく 勤続10年表彰 >>レ |
。みなさんにひとこといただきました ●

生活を支えるとはどう

いうことなのだろう?で始

まつた 10年 前。医療では

なく福祉の中での看護を

模索する中、いろいろと教

えて下さつた利用者の方

やご家族に感謝したいと

思いま現 皆様の笑顔や

「ありがとうJの 言葉にど

れだけ力をいただいたことでしよう。またくじけそうになった時、辛いと

きに、暖かい言葉で元気づけてくれたスタッフの皆さんに感謝したい

と思いま丸 この仕事に理解をし、黙って見守ってくれている家族にも

感謝で丸

少しでも利用者さんの手助けになればと思い活動してきましたが、

実は私が一番支えてもらっているのかも知れません。  島 真美子

利用者さん0人 から始まり、本当に“デイ

サービスリんりん"を 運営していけるのか、

不安でいつぱいでした。毎年お別れする方

があり存続していけるの力、心配しながらこ

の 10年 間勤務してきました。

デイサービスの運営、介護方法、すべて

利用者さんに教えていただいたと思い、感

謝していま丸 家族と過ごすより、利用者さ

んと過ごす時間の方が長くなり、嫁 ・幼なじみ 母 ・同僚など利用

者さんの求めるままに毎日変身して、楽しく仕事をさせていただいてい

ま丸 末永く“デイサービスリんりん"を利用していただけるように今後

とも努力していきたいと思いま蔦 竹内 恭子

“デイサービスリんりん"でドライバーとして活動してきました。

今後も安全運転に努めていきたいと思いま丸     中野 貞子

私も、やはり「あっと言う間の 10年 でした。」

りんりんとの出会いはへ′レ -`2級 の修了式に村上代表が
「誰か

事務の仕事をしてみない?Jと言われ、ノコノコとりんりんについて来

ました。周りのみんなの助けもあつてなんとか 10年 間仕事を続けるこ

とが出来ました。まだまだ経理事務も分からないことが多いので、日々

努力し、これからも20年 を目指して頑張りたいと思いま丸

清水奈穂美
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小林 叡子
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熊井須員子
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川島 直子

寺本由美子

近藤 和江
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堀  松美

(敬称略)

大岩 武久

杉江 義明

木村 静子

石りII 雅子

吉田二三子

市川 幸夫

須賀 幸子

近藤 直美

歯科ハミール

鞍田まち子

吉り11 智子

中川レヽ 栄子

皓川 英子

加藤美代子

竹内佐多夫  加藤美代子 (敬 称 略)

～生命・生活・人生～

台風 2号 の嵐の中で総会が行われましたが、県会議員 市会議

員4名 と60名 の会員出席のもと無事終了しました。

東日本大震災では、今私たちにできることとして、被災された

方々への募金活動を始めました。5月 31日 現在 140,891円 と

なりましたので、これにりんりんの寄付金を加えた30万 円を働さ

わやか福祉財団を通じて、またりんりんから10万 円をNPO法 人

市民福祉団体全国協議会 (市民協)を通じて被災されたNPO法

人へ送金させていただきました。

ご協力ありがとうございました。これで一件落着としないで被災

された方々を忘れず思い続けるために、この一年は何らかの活動

をし続けたいと考えていま丸

当日の私のあいさつの中で、日立長寿医療研究センター研究

所で生活機能を専門にしている大川弥生医師の話。
「“生には生

命 生活・人生の三つがある"避難された方々のその生命さえ救え

ればいいのではない。生活そして人生を大事にする全人間的復権

こそ、リハビリテーション医学だJと。そしてリハビリテーションには

“復興"という意味もあることをそのお話から、知りました。

これは避難された方々だけの話ではなく、今日本中が忘れかけ

ている最も大切なこと、根源的なこと、が指摘されていると感じま

した。超高齢化社会の激流に

乗つている私たちですが、生

命と生活と人生を本当に大切

にする心と設計を忘れま そう

した社会の実現にむけて活動

していきたいと考えていま丸

理事長 村上員喜子
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研修会

4月 産後期支援について ………………………………・38名

5月 倫理規定「プライバシー保護について」―¨………33名

5月

絵  手   紙 15名 18名

さ を り 織 り 27名 26名

生 き活 きサ ロン 198名 ]88名

小 勁 づ く り 12名 10名

(延べ莉月人数)

Q  璽 ‐‐

朝早 く 暑さ嗜びヽむ セミの声
びんこう

協力会員 利Hl会員 賛助会員 合  計

92名 43名 36名 171名

(H2375月現在) ×働さわやか福祉財団 市民協はりんりんが長く加入している団体で九


